
ミドルマネジメント講座【長崎県】

地域の実情と課題

連携団体

今後の課題事業の効果

目的・目標

事業の特徴

個別事業費 ２,０７８ 千円

交付金額 １,０３９ 千円

事業番号 ①

○ 事業を経済団体に委託することで、他の経済団体や企業等と
のより深い連携を図った。

○ ５日間講座を県内２カ所にて行い、日程的に都合が付かない
社員が参加できるように、講座を短縮した２日間講座も設けて
いる。

〇 女性の管理職登用を促進するためには、経営者の意識改革とと
もに、女性社員の意識改革も必要である。
ミドルマネジメント講座の受講者アンケートにおいて、89.1%の受講者
が「受講したことで管理職になることに前向きになった」と回答してお
り、登用促進に向けた女性社員の意識改革を一定図ることができた
。

【目的】女性の中間管理職（部下を持つ方）とその候補者を対象と
し、チーム運営のスキルを学ぶとともに、自身のキャリア形成のモ
チベーションを高める。
【目標】 目標受講者：90人

実績：77人
目標に対して13人少なく、目標値を達成することはできなかった。

「ながさき女性活躍推進会議」
長崎県商工会議所連合会、長崎県商工会連合会、長崎県
中小企業団体中央会、長崎県経営者協会、長崎経済同友会、
長崎都市経営戦略推進会議、大学、企業等

中小企業等においては長期にわたる研修への職員派遣が困難
な状況があり、当講座の必要性・有効性の周知に受講者派遣元
事業所から協力を得るなど、より効果的な事業運営が必要であ
る。

○ 事業所における女性管理職（課長相当職以上）の割合は
年々増加傾向にあるが、R４年度25.4％と未だ３割に満たない。

○ 本県は、中小零細企業が多く、企業が自ら費用を負担し女性社
員を育成するには負担が大きいので、県が女性人材育成事業を
無料で実施することにより、女性社員の意識向上とスキルアッ
プを支援している。

○ 女性の活躍を一層推進するため、女性が働きやすい職場環境
づくりや、指導的地位に占める女性を増やすための女性人材の
育成等が課題。



事業の概要

【事業①】 ミドルマネジメント講座
【主な内容】
「今、なぜ女性活躍なのか」「管理職に求められるコミュニケーション」「部下の力を引き出すコーチング」など

＜長崎５日間＞
【実施日】6/8、22、7/6、21、8/3
【受講者】３７名
【場 所】
1～2回：長崎市立図書館新興善

メモリアルホール
3～5回：出島交流会館

＜佐世保５日間＞
【実施日】9/21、10/5、19、11/2、
11/17
【受講者】２２名
【場 所】県北振興局天満庁舎

＜長崎２日間＞
【実施日】11/27、12/7
【受講者】１８名
【場 所】出島交流会館


